
 

令和７年度 富山市ファミリーパーク公社 

事 業 計 画 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（公財）富山市ファミリーパーク公社 

 

 



令和７年度 公益財団法人富山市ファミリーパーク公社事業計画 

 
自 令和 7 年 4 月  1 日 
至 令和 8 年 3 月 31 日 

 
Ⅰ 基本方針 

 
「人を元気に、森を元気に、いのちを元気に、地域を元気に」をコンセプト

に、豊かな里山の自然の中で、アニマルウェルフェアの向上を図るとともに、

日本産動物の飼育展示や国内外の希少野生動物の保護増殖、在来家畜の保存

に努め、多様な生物の世界やいのちのつながりを伝える。また、園内の自然を

活用・整備しながら里山の貴重な動物や自然の保全と普及啓発に努め、市民と

ともに新しい里山づくりに取り組む。 
さらに、地域住民や近隣の各施設・団体と連携し呉羽丘陵の活用の拠点とし

て、丘陵一帯の自然を楽しみながら健康増進や癒しの場となる事業を充実さ

せ、里山としての呉羽丘陵の魅力を園内外に情報発信しながら、地域に根差し

た園づくりを進めていく。 
これらを踏まえ、持続可能な社会の実現への貢献を目指し、「未来を元気

に！」をテーマに、ファミリーパークがこれまで培ってきた「動物」「里山」

「地域」などの様々な資源のさらなる活用を推進する。 
また、近年の鳥インフルエンザや豚熱等の感染症流行、アニマルウェルフェ

アの向上の取組みなどの新たな社会問題や課題に対応し、ファミリーパーク

が持続して市民に利用されるよう、運営や施設整備の方向性について市と共

に検討していく。 
その他、県内外からの利用者や訪日外国人旅行者に向けて誘客事業の充実

を図り新規顧客の獲得と利用者の拡大を図る。 

 
Ⅱ 事業計画 

 
１ 整備方針の検討 

開園から 40 年が経過し、富山市が平成 23 年度に策定した「富山市ファ

ミリーパーク新整備計画」も策定から 13 年以上が経過している。この間、

来園者のニーズ変化や動物の感染症流行対策、アニマルウェルフェアの向

上への取組みなど、ファミリーパークを取り巻く社会情勢は大きく変化し

ている。加えて計画に予定されていなかった施設が新たに整備されたこと



や既存施設の老朽化が進行しており、これらを踏まえて、富山市が行う整

備方針の検討について富山市と共にファミリーパークの将来像を検討す

る。 

 
２ 持続可能な社会を目指した事業の推進 

ファミリーパークが行っている、飼育展示事業や希少動物を中心とし

た繁殖研究事業、教育普及事業、里山保全管理・整備研究事業、里山活用

事業などは、SDGs の目標である「１５．陸の豊かさを守ろう」や「４．

質の高い教育をみんなに」に合致している。 
令和 7 年度もこれらの事業を引き続き推進することで、ファミリーパ

ークに来園する多くの方々に SDGs について考える機会を体験的に提供

する。 
さらに、園外の環境イベント等に積極的に参加し、ファミリーパークの

事業や活動を紹介するなどして、SDGs の推進に寄与する。 
また、富山市が目指している子どもたちが健やかで幸せに成長できる

「子育て日本一とやま」の実現に向けて、これからもファミリーパークに

多くの子どもたちが集い、学びの場の施設としての役割を担えるよう積極

的に事業を進めていく。 

 
３ ライチョウ基金事業  
（１）基金を有効に活用し、公益社団法人日本動物園水族館協会（以下、JAZA）

と連携し進めている国のライチョウ保護増殖事業における飼育繁殖技

術の確立や人材育成を支援するとともに、多くの人に、ライチョウの現

状や保全の必要性を伝える普及啓発事業を推進する。 
（P７．（3）ライチョウ保護増殖事業参照） 

 
（２）事業を今後も継続していくため、基金への寄附を来園者や市民・県民

に限らず広く募っていくとともに、自主事業として売り上げの一部を

基金に繰り入れるオリジナル商品の開発を推進する。 
さらに、クラウドファンディングの効果や手法について調査・検討し、

年内を目途に再度、実施する。（前回は平成 29 年度に実施） 
※ 別添 資料１ 「令和 7 年度ライチョウ基金事業計画（案）」 

 
 

４ 希少動物保全基金事業  
（１）基金を有効に活用し、生物多様性の保全に寄与することを目的に、下



記の希少動物の飼育・繁殖技術の確立に向けた技術開発および人材育

成、普及啓発に取り組む。 
①  ヨウム繁殖プロジェクト事業 

国際希少野生動物種であるヨウムについて、引き続き、野生復帰

を想定した飼育下繁殖技術の確立を目指す。 
② ホクリクサンショウウオ域外保全事業 

園内や呉羽丘陵に生息する絶滅危惧種ホクリクサンショウウオの保全 
を図り、生息地の環境整備活動などの生息域内保全と飼育・繁殖の技

術開発を進める生息域外保全を連携して推進する。 
（P７．（４）希少動物保全事業参照） 

 
（２）基金の目的である生物多様性の保全の重要性を広く周知し、基金への

寄附を募っていく。また、公社の自主事業で売り上げの一部を基金に

繰り入れるオリジナル商品の開発に引き続き取り組んでいく。 
※ 別添 資料２ 「令和 7 年度富山市ファミリーパーク公社 希少動物

保全基金事業計画（案）」  

 
５ 公益目的事業 
（１）施設管理事業 

施設の安全性を確保し、利便性を向上することで、入園者が安心し

て快適に過ごせる施設を目指す。 
① 維持管理 

快適な園内環境を来園者に提供するために、建物および設備等、施

設の維持管理を行う。 
② 利便性の向上と安全管理 

利便性向上に資する観覧環境の改善や、老朽化に伴う改修を計画的

に行うことで入園者の安全性の確保を図る。 
③ 入園料の徴収 

入園料の徴収受託事務を行う。 
また、入園料の支払については、キャッシュレス決済の利用を推進

し、更なる利便性の向上を検討する。 
④ 感染症対策 

鳥インフルエンザ、豚熱等の社会的に影響が大きい感染症について、

入園者・動物・職員に対する衛生管理を徹底することにより感染拡大

防止に努める。 
⑤ 団体利用者・訪日外国人旅行者誘致の推進 



団体利用者の増加を目的として、県内外の幼稚園、保育所、小中学

校や各種グループ、シニア層の団体等への誘致活動の強化を図る。 
また、富山市が NY タイムズの「2025 年に行くべき 52 か所」に選

定されたことにより、富山市が行うプロモーションに併せて受入環境

の整備を図る。 
⑥ 広報・広告活動の充実 

ホームページ、SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）等

を活用し、最新のトピックスやイベント情報を積極的に発信する他、

新たな広告媒体の利用など、効果的な広報・広告について検討する。 

 
（２）動物管理事業 

いのちの大切さや、人と動物のかかわり、生物の多様性を伝えるこ

とを目的に、動物の展示および普及啓発に努める。 
また、動物展示や解説を通して、その動物の生活や特性、現状を伝

え、希少動物とそれを取り巻く環境保全の必要性を伝える。 
ニホンライチョウなどの希少動物の繁殖研究事業、教育普及事業の

推進に努める。 
動物の展示や飼育については、アニマルウェルフェアの適正な水準

の維持・向上に努める。 

 
① 飼育展示事業 

各々の動物の特徴的な形態や行動の展示を充実させることで、生物

の多様性について伝えるとともに、動物の親子の展示などを通して、

いのちの大切さを伝える。また、日本産の動物の展示を通し、野生動

物と人と里山環境との関係について伝える。さらに、日本在来家畜、

家禽の展示を通して、日本人との関わりや文化を伝え、その普及と保

存に努める。 
これらの展示を維持するために、コレクションプランに基づいた動

物の計画的な収集を図る。 
また、鳥インフルエンザや豚熱などの感染症対策として、飼育動物

の安全を担保しながら展示できる施設の整備などについて検討してい

く。 
② 繁殖研究事業 

コレクションプランに基づいて動物種ごとの繁殖に取り組む。特に

国内外の希少野生動物について、国内の他の飼育園館や関係機関等と

連携して、飼育繁殖技術の確立を目指した繁殖研究を推進する。また、



飼育繁殖技術の継承を図るため、人材育成とその組織作りに取り組む。 
③ 教育普及事業 

教育機関や国際協力を行っている団体等との連携を図りながら、動

物を活用した各種ガイドや体験プログラム、季節に応じた催物を企画・

実施するとともに、実習や研修を受け入れ、幅広い年齢層を対象に生

物の多様性や人と動物のかかわり、いのちの大切さについての普及啓

発に努める。 
さらに飼育展示事業および繁殖研究事業、教育普及事業などに関わ

る調査研究によって得られた成果や情報を、展示や各種研究会、講

演の他、資料やリーフレットの配布などを通して市民に提供する。  
④ 在来家畜・家禽保全事業 

天然記念物である岐阜地鶏や比内鶏など、日本鶏の展示や、木曽馬

等の在来馬の乗馬体験事業の充実を図り、日本人との関わりや文化の

普及啓発を図る。また、飼育在来馬の高齢化に伴い在来馬の新たな導

入について調査し、在来馬の保存を図る。 
⑤ アニマルウェルフェア 

世界的に動物園におけるアニマルウェルフェアの向上が課題となっ

ていることから、定期的に自己評価を行いながら、飼育動物のアニマ

ルウェルフェアの向上に努める。 

 
（３）ライチョウ保護増殖事業 

ライチョウ基金を活用し、環境省のライチョウ保護増殖事業計画お

よび JAZA のライチョウ生息域外保全計画に基づき、野生復帰を想定

した飼育下繁殖技術の確立を目指す。また、雄からの採精や精液の凍

結保存技術開発、雌への人工授精などを含めた繁殖補助技術開発を進

めるとともに科学的および技術的な知見の蓄積に努める。また、環境

省が行っている中央アルプスにおけるライチョウ野生復帰事業に引き

続き他園と連携し協力していく。 
さらに、ライチョウの展示やシンポジウムの開催を通して、その生

息状況や保全の大切さを伝える普及啓発に努める。 

 
（４）希少動物保全事業 

➀ ヨウム繁殖プロジェクト事業 
希少動物保全基金を活用し、野生復帰を想定したヨウムの繁殖技術

の確立に向けて、大学や現地ウガンダの関連機関と連携して繁殖生理

や飼育管理方法の科学的および技術的な知見の蓄積に努める。令和 7



年度からは、新たに人工授精の技術開発にも取り組む。 
また、展示や一般向けの催物を通して、その生息状況や保全の取り

組みについて普及啓発に努める。 
② ホクリクサンショウウオ域外保全事業 

絶滅危惧種ホクリクサンショウウオについて、園内を中心とした呉

羽丘陵での生息域内保全および生息域外保全に向けた飼育・繁殖技術

の確立に努め、野生復帰を想定した保全技術の確立を目指す。また、

取り組みを園内だけでなく呉羽丘陵全体の保全活動につなげられるよ

う「悠久の森実行員会」と連携した仕組みづくりを検討する。 
さらに、生体展示や催物を通して、ホクリクサンショウウオの生息

環境の現状を伝え、里山環境の保全の大切さについて普及啓発に努め

る。 

 
（５）地域事業 

地域の施設や学校、団体・住民と連携して、自然や文化、健康など

をテーマに、ファミリーパークを中心に、呉羽丘陵で催物を実施し、

地域の魅力を伝えることで、幅広い年齢層の市民の誘致を図る。また、

「呉羽丘陵フットパス」を活用し、里山の自然に親しむ企画を実施す

ることで、ファミリーパークを呉羽丘陵の活用拠点としての機能を充

実させるとともに、「富山市 SDGs 未来都市計画」における市民の歩

くライフスタイルへの転換の推進に協力する。 
①  悠久の森事業 

悠久の森実行委員会に参画し、呉羽丘陵を広く活用した事業の推進

に努める。また、主要事業であるフェスタは、事業の充実および拡充

に向け、企画・立案に寄与する。 

連携事業の「ホクリクサンショウウオ保全プロジェクト」では、域

内保全として、生息地の環境整備活動や小学校への出前授業・里親事

業により、現状や保全の必要性を伝え、域外保全事業と連携しながら

呉羽丘陵に生息するホクリクサンショウウオを地域で守っていく仕組

みづくりに努める。 

また、「呉羽丘陵散策」などの他の連携事業も引き続き実施し、呉羽

丘陵の動植物や歴史などの魅力を伝え、多くの市民・県民による呉羽

丘陵の活用を促す。 

② 輝け！いのちの集い事業 

輝けいのち協議会と連携し、いのちの尊さを普及啓発する事業「輝

け！いのちの集い」を実施する。また、小中学校、高校などの児童・生



徒・PTA 関係者とも連携を深め、「いのち」をテーマとした講演会を開

催するなど、いのちについて考える機会を広く提供する。 

③ 地域連携事業 

市内や県内の学校、団体・企業などと連携を図り、自然、健康、ス

ポーツ、文化等をテーマとして、ファミリーパークや呉羽丘陵を活用

した催物を実施する。また、その連携を強化し、連携のネットワークを

構築することで、ファミリーパークの呉羽丘陵における拠点としての

役割の充実を図る。 

④ ボランティア活動支援事業 

     市民団体や県内企業による園内でのボランティア活動を受入れ、支

援することで園内の環境整備と魅力向上を図るとともに、自然や動植

物についての普及啓発につなげる。 

⑤ 活性化事業 
ゴールデンウィークやシルバーウィークなど季節に応じた催物を企

画・実施することで来園者の誘致を図る。夏と秋には開園時間を延長

した日を設け、夜や早朝の動物園と自然散策を楽しむ機会を提供する。 

また、動物友の会では、動物や自然とのふれあいなどの様々な企画

を通して、ファミリーパークの魅力の普及啓発に努め、世代を超えた

利用の促進に努める。 

さらに、障害のある方を対象としたプログラムを実施し、動物園の

社会的役割の充実を図る。 

 

（６）里山事業 
園内の里山に生息する野生動植物に関する調査研究活動や整備を

実施しながら、自然環境の保全を図り、市民が園内および呉羽丘陵

で里山の自然を楽しみながら知ることができる事業を実施する。 
➀ 里山保全管理・整備研究事業 

悠久の森実行委員会や市民いきものメイト、呉羽丘陵にホタルを呼

ぶ会などの学校や施設、団体と連携し、園内の自然の保全や、ホクリ

クサンショウウオやホタルの生息域内保全を推進する。 
② 里山活用事業 

展示や解説を通してムササビや野鳥など園内の野生動物や自然につ

いての普及啓発を推進する。また、ホタルの発生時期に合わせて夜間

にホタルの鑑賞や夜の自然散策を楽しむ機会を提供する。 
また、里山の野生動物や自然についての体験展示やガイドを拡充さ

せ、呉羽丘陵の自然を楽しみながら里山利用の面白さを実感してもら



う。 
さらに、学校の課外実習や研修では、動物展示に加えて園内の自然

を活用することで、質の高い体験や学びができるよう事業展開を図

る。 
 

６ 収益事業等 

（１）遊園地維持等受託事業 

遊具の点検・整備を行い、利用者が安心・安全に利用できる運行に

努める。 

➀ 維持管理 

法定検査等を実施しながら、運行の安全性の維持を図る。また、老

朽化が進んでいることから、今後の運営方針について富山市と協議す

る。 

② 安全管理 

施設の老朽化に伴う安全対策の徹底を図る。 

③ 遊具使用料の徴収 

遊具使用料の徴収受託事務を行う。 

 
（２）自主事業 

入園者のニーズや動向の変化に応じた経営の見直しや利便性を向上

させ、様々なイベントに併せた営業を展開して自主事業の拡充を図

る。 

➀ 売店・食堂事業  

季節やイベント等に併せたオリジナル商品やメニューの開発を行

うなど、収益性の向上を目指しながら、その売上の一部をライチョ

ウ基金や希少動物保全基金に繰り入れる仕組みをさらに拡充する。 

② ホースライド事業 

在来馬を中心とした乗馬、障害者乗馬会などを実施し、エサやり

体験などを行う。 

７ 法人会計 

  （１）公益財団法人として適正な運営に努める。 

  （２）公社の財務会計及び予算・決算等の経理を行う。 

  （３）指定管理者としての指定申請事項に基づく法令等の遵守。 

  （４）次期指定管理者の指定に向けて必要な手続き等を行う。 

 

 



８  ファミリーパーク施設使用料徴収受託事業 

入
園
者
見
込
数 

内  訳 
有料エリア 207,570人 

（有料入園者数71,570人）（無料入園者数136,000人） 
無料エリア 92,430人 
総入園者数 300,000人 

入
園
料 

38,874千円 個人大人 500円×59,000人 29,500,000円 
団体大人 400円×8,000人 3,200,000円 
個人70歳以上 250円×500人 125,000円 
共通パスポート（販売） 1,500円 ×4,000
人 

6,000,000円 

3日間共通パスポート 700円×70人 49,000円 

遊
具
使

用
料 

20,000千円 アニマルコースター等 200円×85,500回 17,100,000円 
電気周遊車 100円×13,000回 1,300,000円 
ボート 400円×4,000回 1,600,000円 

合計 58,874千円  

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


